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A 警告 


電気製品は安全のための注意事項を巧らないと、火災や人身事故に 
なることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたをお 
しています。 この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保曽してください。 
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A 警告安をのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


ををのためのま意事 I 頁を守る 


この「を全のために」のま意事項をよ < お読み 
<ださい。 


定期のに点検ずる 


1年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ 
部とコンセントとの間にほこりびたまっていな 
いか、故障したまま使用していないか、などを 
点検して < ださい。 


故障した 6 使わない 


動作びおかし<なったり、 AC パワーアダプ 
ターなどび破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店またはソニーヴービス窓□に修 
理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起きた日 


卡電源を切る 
包 AC パヮーァダプ 
ターで 巧電中の 
場合は、コンセ 
ントか百抜く 
©ソ ニーの 相談窓 
□またはお買い 
上げ店、ソ ニー 
サー ビス窓 □に 
修理を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次の 
よつな表のをしています。表のの 
内容をよく理辆してか日本でをお 
読みください。 


於■を均 

この表おのま意事頂を守らない 
と、火災-感電•漏液•発熱•お 
裂などによ D 死 t や大けびなどの 
人身事故び生じます。 


lArnW] 

この表おのま意事項を守らない 
と、火災-感電などにより死こや 
大けびなど人身事なの原因とな0 
ます。 


应ミ主意 I 

この表示のま意事頂を守らない 
と、感電やその他のま巧によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えた D することびあります。 


ま意を促す記号 

A A A 

'ま意 义巧 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

冥止 接触禁止 

® 磯） 

分解禁止 めれ手禁止 

行為を指示する記号 

〇 € 

指示 3ラグをコン 

セントから巧く 
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A 危険 I 瓜爪 

义災 感電 


下記のを意事項を守5ないと义災 • 

感電•発熱•発义により死亡 

や大けび の原因となります。 


指定なかの ACA ワーアダプターをほわない 

充電するとをは、必ず指定の AC パワーア 
ダプターを使巧して < ださい。 

破襲や電池の液漏れ、過熱などにより、乂 
災やけび、周囲の巧損の原因となります。 



义の中に入れない 



分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点お 
および修理はソニーの相談窓□またはお買 
い上げ店、ソニーサービス窓□にご依頼く 
ださい。 



义のそばや炎天下などで巧電したり放置しない 



义災感電 


下記の注意事項を守らないと义災 • 

感電•発熱•発义によりやけ 

どや^ I すの原因となりまず。 


道路な通ミ去に従つて安を運面ずる 

運転者は道路交通法に従う義務がありまず。前方注 
意をおこたるなど、を全運転に反する行為は違法で 
あり、事故やけがの原因となりまず。 

. 運転中は本機および携帯電話を使巧しない。 

• 運転中に携帯電話の画面を注視しない。 

•運転中がでち、踏切や駅のホーム、車の通る 
道、工事現場など、周囲の音び聞こえないと危険 
な場所ではへッドセツトを使わないでください。 
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- 1 A A 下記のを意事項を守 S ないとジだ巧* 

删底成激觀;驚哉ゃけ 


火災 感電 


内部に水や異巧を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因にな 
ります。万一、水や異物び入ったとき 
は、すぐに使用を中止し、 AC パワーア 
ダプターをコンセントから振いて、お買 
い上ば店またはソニーヴービス窓□にご 
相談ください。 



この製品をおがで使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専巧 

です。 〇 

交流10 0 V の電源でお使いください。海 W 

がなどで、異なる電源電圧で使用する t 胃^ 

と、火災や感電の原因となります。 



雷び鳴0だした S 、 AC パワーアダプ 


夕一に軸れない 

感電の原因となります。 


おお禁止 



めれた手で ACA ワーアダプターをさ 
わ6ない 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 




本な:や AC パワーアダプターを巧団な 
どでおおつたが態でほわない 

熱びこをってケースび変形したり、火災 
の原因となることびあります。 





_ 、 下記のま意事項を守らないと I す fii をしたり周辺の 

A 注意」家脉こ損害を与えたりずることがありまず。 


大音量で長時間病けて聞まずぎない 

• 耳を刺激するよラな大きな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことびあります。耳を巧るため、言量を 
上げすぎないよラにご注意ください。 
へッ ド セッ トにつないでいる反山 が口が/? 
機器によっては、通話時に八ウ U ング現 
象びおさることびありますので、常に適 
度な音量を保つよラにしてください。 

• このへッドセットは、音量を上げすぎる 
と音びがに漏れます。音量を上げすぎて 
まわりの人の迷惑にならないよラに気を 
つけましよラ。雑音の多いところでは音 
量を上げてしまいびちですび、ヘッド 
セットで聞くとさは、いつも呼びかけら 
れて返事びでさるくらいの音量を目安に 
して < ださい。 



はじめか6ポリュームを上ばずぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることがあり 
まず。ボリュームは徐々に上げましよラ。 



通電中の AC パワーアダプターや製品 
に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低 
温やけどの原因になることびあります。 



かゆみなど還扣感びあつた6ほわない 

へツドセツトび抓に合わないと感じたときは 
早めに使巧を中止して、医師またはソニーの 
ネ目談窓□、またはお買し化げ店にご相談くだ 
さい。 
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_ 、 下記のま意事項を守 S ないと I す hi をしたり周辺の 

ZL 注意」家おに損害を与えたりずることがあります。 



本おを航空機巧でほわない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

本おを医療お器の巧<でほわない 

電波がむ臓ペース 一力一や医療巧電気機器に 
影響を与えるおそれびあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋のでは使わない 
で < ださい。 

0 

禁止 

本煤をむ腺ぺースメーカーの装着部位か 
622 cmW 上謎ず 

電波によりペース 一力一の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

A 

'ま意 

本おを自動ドア、义災巧知おなどの自動 
お J 御傑器の巧<ではほわない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

長時間ほ用しないとまは AC パワーアダプ 
夕一を巧< 

長時間使用しないとをは、安全のため AC パワー 
アダプターをコンセントから掠いてください。 

运 

つラグをっン 
セントから巧く 

お手入れの際、 AC パワーアダプターを巧く 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあります。 

运 

つラグをっン 
セントから巧く 

本煤は、国内専巧でず 

海がでは国によって電波使用制限びあるため、 

本機を使用した場合、罰せられることびありま 
す。 

〇 

指示 



電池についてのまを上のごを意 

お漏れ•破裂•発熱•発义 • 誤巧に よる大けがや失明を 
避けるため、下記のま意事項を必ずお守りください。 


齡危険 1 巧電式電池び巧漏れしたとを 

巧電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□またはソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすら 
ず、すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けてください。 

液び身体や衣服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐ 
にされいな水で洗い流し、励書に炎症やけびの症状びあるときには医師 
に相談してください。 


A 警告巧電式電池について 


• 指定された AC パワーアダプター ■Ul がで充電しない。 

• 义の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射曰光の当たるところ-炎天下の車中など、高温の場 
所で使用-保管*放置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しな 
し'!。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


A 注意 I 曰本国巧での巧電式電池の巧案について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルできます。この充電 
式電池の取りはずしはお客様自身では行わず、「ソニーの 
ネ目談窓□」にご相談ください。 

( 「ソニーの相談窓□」の連絡先は裏表紙に記載されてい 

し卜 ion ます。） 


充電式電池の回収-リサイクルおよびリサイクル協力店については一般 
社団法人 JBRC ホームページ 
http://www.jb に. net/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 
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S / tz が o が A ? 機器について 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線設備として、 
認証を受けています。従って、本機を使用するとさに無線局の免許は必 
要ありません。 

ただし、政下の事項を行ラと法律で罰せられることびあります。 

• 本機を分辭/改造すること 
• 本機に貼ってある詔明ラベルをはびすこと 


周波巧について 


本機は 2. 4 GHz 帯の2.400日 GHz から2.4835 GHz まで使用でをます 
び、他の無線機器も同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機 
器との電波干渉を防止するため、下記き頂に注意してご使巧ください。 


本おの度用上のミ主意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等 
の産業.科学.医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ 
ン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要し 
ない特定のか電力無線局、アマチュア無線局等 (U (下「他の無線局」と 
略ず）び運用されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで r 他の無線局」び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場をに 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または機器の運巧を停 
止（電波の発射を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとをは、ソニーの相談窓 □ 
までお問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取 
扱説明書（裏表紙）をご覧ください。 


この無線機翻ま 2.4 GHz 帯を使巧します。変調 
方式として FH-SS 変調ち式を採用し、与干渉距 
離は10 m です。 


2.4FH1 

[ r!] 


已 /u が00かとその□コ'マークは 、 Bluetooth SIG,INC. の商標で、ソ 
ニーはライセンスに基づき使用しています。その他、本書に記載されて 
いるシステム名、製品名は、一般に各開発一力一の登録商標あるいは 
商標です。 
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S / u が〇〇班無線技術について 

ブルートウース 


対応反/ ue わ0めプ□ファイル： 
-A2DP (Advanced Audio 


e/ue わ0め®無線技術は、パソコン 
やデジタルカメラなどのデジタル 
機器同±で通信を行ラための近距 
離無線技術です。およそ1日 m 程度 
までの距離で通信を行ラことびで 
去ます。必要に応じて2つの機器を 
つなげて使ラのび一般的な使い方 
ですび、1つの機器に同時に複数の 
機器をつなげて使ラこともありま 
す。 

無線技術によって US 巨のよラに機 
器同±をケーブルでつなぐ必要は 
なく、また、ホが線技術のよラに 
機器同±を向かいをわせたりする 
必要もありません。例えば片方の 
機器をかばんやポケットに入れて 
使ラことちでをます。 
e/ueto がわ規格は世界中の数千社 
の会社び賛同している世界標準規 
格であり、世界中のさまざまな 
メーカーの製品で採用されていま 
ず。 

S 山が00化機能の巧応バ ー 
ジョンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 己 luetooth 総 
器の特Iまごとに機能を標準化した 
ちのです。本機は下記の 
Bluetooth ) (—ジョンとプ□ファ 
イルに対応しています。 

A ンズフリー通話をするために 
は、携帯電話を下記のバージョン 
とプ□ファイル （HFP または HSP 
のどちらか）に対応している必要 
がおります。 

対応 巨/ uetooth バー ジョン’. 
e/uetoo わ標準規格 Ver. 2.0+EDR*i 


Distribution Profile) :高音質な音楽 
コンテンツを送受信する。 

- AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile) :再も一時停止、 
停止、ボ U ューム調節など、 AV 機器を 
操作ずる。 

- HSP (Headset Profile) :通話/ 
携帯電話を操作する。 

-HFP (Hands-free Profile) が： A 
ンズフ IJ- で通話/携帯電話を操作す 
る。 

*1 Enhanced Data Rate の略 

。携帯電話の掛 ue わがわ機能び HFP と 
HSP の両方に対応してレる場合は、 
HFP (Hands-free Profile) を使巧し 
て < だごい。 

ごを意 

• 日/ ue わがわ機能を使ラには、相手側 
掛 ue わがわ機器び本機と同じプ□ファ 
イルに対応している必要びあります。 
ただし、同じプ□ファイルに対応して 
いてち、百/ ueto がわ機器の仕様により 
機能び異なる場合びあります。 

•掛 ue わがわ無線技術の特性により、送 
信側での音声-音楽再生に比べて、 

へッドセット側での再生びわずかに遅 
れます。 
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こんなことがでをます 

本機は、 e/uetoo め無線技術を利巧したワイヤレスステレオへッドセット 
です。 

• 曰/ uetoo め対応音楽プレーヤー（携帯電話、デジタル S ュージックプ 
レーヤー、丘/ uetoo かトランスミッターを接続したデジタルミュージッ 
クプレーヤーなど） A 1 の音楽をワイヤレスで楽しむことびでをます。 

• スポーツシーンでち安むの、デュアルヴポートカニズムによる安定し 
た装着感 

• さまざまな耳の大きさにフィットするイヤーピース調整シャフト 
• ソフトなエラストマー八ンガーによるやさしい装着感 
• ワンセグ音声もワイヤレスで楽しめる SCMS-T 対応 
• 高音質な通話を巧能にするエコー 
キャンセレーシヨンとノイズサプ 
レッシヨンを搭載 

• 曰/ uetoo め対応携帯電話がでのノ、 

ンズフリー通話び巧能 
• 曰/ uetoo め対応音楽プレーヤー* 3 
の基本的な U モコン操作（再生- 
停止など）び可能 
• 周囲の電波の影響にぶる音切れび 
発生しにくい曰/ uetoo め標準規格 
Ver. 2.0 + EDR*^ 



e/ue わが/?無線技術については10ぺージをご覧ください。 


*1 接続する S/uetoo わ機器び A2DP (Advanced Audio Distribution Profile) に対応 
している必要びありまず。 

が接続ずる 6/U が00か機器び HSP {Headset Profile) または HFP (Hands-free 
Profile) に対応してし、る必要びあります。 

"接続ずる目/(7が〇〇か機器び AVRCP (Audio Video Remote Control Profile) に対応 
している必要びあります。 

^Enhanced Data Rate の略 



6 山 efoo か機器甚本操作の流れ 



音装を聞< 

曰/ uetoof/? 機器で再生する音楽 
を本機で聞くことびでさます。 
音楽の再生、一時停止または停 
止などを、本機で操作できま 
す。 


通話ずる 

本機を操作して電話をかけた 
り、受けたりでをます。 


f 


I イイイイイイ V 

I 一 i ' き…戸 

♦ 24〜27ぺージ 









準備 


各部のなまえと働を 



田マイク 

回ランプ（赤） 

本機の電源状態を表示しまず。 

固ランプ清） 

本機の通信状態を表示しまず。 

团 POWER (電源）ボタン 
固 イヤーピース 

固 RESET ボタン 

本機び動作しな < なったとさ 
に押します。ペア U ング情報 
は保持されます。 

回 PA 旧 ING ボタン 


固、•マルチフアンクシヨン 
ボタン 

本機で通話するとき、さまざ 
まな機能を操作します。 

回ジョグスイッチ 

本機で音楽を聞くとを、さま 
ざまな機能を操作します。 
また通話ずるとをに本機の音 
量を調節します。 

画 DC IN 3 V端子 
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本機を巧電する 

本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵しています。充電してからお使い 
<ださい。 


1 本機の DC IN 3 V端子に付い 
ているふたをはずず。 

2付属の AC パワーアダプター 
を、 本煤の DC IN 3 V端子に 
接続する。 



DC IN 3 V AC ノの一 

端子へ アダプター 


り寸属） 

AC； ':ワーアダプターを電源コ 
ンセントへ差し込むと、充電び 
始まります。 

をヒント 

• 本機の電源び入っているとをに 
AC バワーアダプターを電源コン 
セントにつなぐと、本機の電源は 
自動的に切れまず。 

• 充電中は本機の電源を入れること 
びでをません。 


3 本機のランプ（ホ）び、点な 
していることを巧認ずる。 



充電は、約 2.5 時間*で完了し、 
ランプ（ホ）は自動的に消灯し 
ます。 

* 電池残量びないげ態から、満充電 
するのにかかる時間 

ご注意 

• 本機を長期間お使いにならなかっ 
た搂に充電を行なった場合 、 AC 
バワーアダプターをつないでち本 
機のランプ（ホ）びすぐに点巧し 
ない場合びあります。本機から 
AC バワーアダプターをはずさ 
ず、ランプ（ホ）点むするまでし 
ばらくお待ちください。 

• 充電樓に本機の DC IN 3 V 端子の 
，ふたを閉めるとさには、&たび巧 
し当たるまで確実に押し込んで< 
ださい。 
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警告 

本磯はけ下の原因などにより、巧電中に 
異常を検知ずると、充電び完了していな 
くてもランプ（ホ）び消灯ずることびあ 
ります。 

-動作な証温度範囲ので〜45で）を 
超える場合 

-充電式電池に問題びある場合 
この場合、もラー度上記の温度範囲で充 
電を行ってください。それでも問題び解 
ミ夫しない場合は、ソニーの相談窓□(裏 
表紙）にご相談くださレ。 

ご注意 

• 長い間使わなかったときは、充電式電 
池の持続時間び短<なることびあ D ま 
す。何回か充放電を繰り返ずと、充分 
に巧電できるようになりまず。 

• 使用可能時間び通甫の半分ぐらいに低 
下した場合は、巧電式電池の寿命と考 
えられまず。充電式電池の交換につし、 
ては、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）に 
ご相談ください。 

• 急激な温度変化や、直射日光、霧、 

砂、ほこりや電気的な衝撃を避けてく 
ださレ。また駐車中の車内には、絶対 
に放置しないで < ださい。 

• 付属の AC パワーアブプターは本機専 
用です。他の AC バワーアダプターは 
使巧しないで < ださい。 


充電式電池の巧量を巧認ずる 

本機の電源び入っているときに 
POWER ボタンを巧すと、ランプ 
m び点滅します。ランプ 
m び点滅した回数で、充電式 
電池の残量を確認でをます。 


ランプ（ホ） 

電池残 量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（要充電） 


ごを意 

本機の電源を入れた直樓やペア U ングを 
巧っているとをは、充電式電池の残量を 
確認ずることびでをません。 

巧量がほとんどな<なると 

ランプ（ホ）び自動的にゆっくり点滅し 
ます。充電式電池の残量び完全になくな 
ると、ビープ音び鳴り、本機の電源び自 
動的に切れます。 


巧用可能時巧4 


本機の状態 

使用可能時間 

連続通信（音楽 
再生時間を含む 

最大7時間 

連続待ち受け 

最大10日時間 


周囲の温度や使巧状態により、上記の 
使用可能時間と異なる場合びありま 
す。 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

ペアリングの手順 


反/ uetoo め機器では、あ5かじ 
め、接続しよラとする機器を登録 
しておく必要びあります。この登 
録のことをペアリングといいま 
す。 

一度ペアリングすれば、再びペア 
U ングする必要はありませんび、 

政下の場をは再度ペア U ングび必 
要です。 

•修理を行ったなど、ペアリング 
情報び消まされてしまったと 
さ。 

• 9台し^上の機器をペア U ングした 
とさ。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびでをます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器 
をペア U ングすると、8台のなか 
で最後に接続した日時び最もち 
い機器のペア U ング情報び、新 
たな機器の情報で上書さされま 
す。 

• 接続相手の機器から、本機との 
接続履歴び削除されたとさ。 

• 本機を初期化したとを。 （34 

ぺ_ジ考昭、 

すべてのペアI」ング情報び消去 
されます。 


1巧手側 S 山が〇〇か機巧を、 

本機の1 m な巧に置く。 

2 PAIRING ボタンを2巧な上 
巧し続け、ペアリングモード 
にずる。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点滅し、ペア U ングモー 
ドに入ります。 



5分け内にペアリングを完了しな 
かった場合、本機のペア I 」ングモー 
ドは賴除され、 電源び切れます。こ 
の場合、ちラー度手順1から操作を 
行って < ださい。 
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3 巧手測 S 山 etoo 化煤器でベ 
アリング操作を巧い、本機を 
巧索ずる。 

相手側日/ ue わ0か機器の画面に、 
検出した機器の一覽び表示され 
ます。本徽まに円-己下160為5」 
と表おされます。 
rDR-BT160ASJ と画面に表示 
されない場合は、をう一度手順 1 
から操作を行って < ださい。 

ごを意 

• 相手側掛(がわがわ機器の操作につ 
いては、お使いの機器に付属の取 
扱説明書をご覧くださレ。 

• 検出した機器の一覧び表ちでさな 
い掛 ue わがわ機器や、画面びない 
機器とペア U ングするとをは、本 
機と相手側 S / ue わがわ機器の両方 
をペア U ングモードにしてくださ 
し'!。相手側掛 ue わがわ機器によつ 
てはこの操作でペア U ングでをる 
場合びあ0ます。 

このとを相手側 Bluetooth 総蒜の 
パスワードび「0000」け列に設定 
ごれていると、本機とペアリング 
ずることびでをません。 

4巧手測 S / uetoof わ煤器の画 
面に表示されている 
rDR - BT160ASJ を 選 巧ず 
る。 


5巧手測百山が〇〇化煤器の画 
面でパスコード*の入力を要 
ボされた百、 rooooj を入 
力する。 

ランプ（青）びゆっくりした点 
ミ威に変わったら、ペアリングの 
完了です。このとさ、ネ目手側 
丘山が口が/?機器の画面によって 
は r 登録完了」などと表示され 
ます。 

* バスコードは、バスキー、円 N コー 
ド、円 INI ナンパ'—、パスワードなど 
と呼ばれる場合びあります。 

6巧手測 S 山が〇〇化煤器で 
B / uetoof わ接続操作を行 
ラ。 

本機び巧手側曰山が0がわ機器を 
最搂に接続した機器として記憶 
します。 

また、ネ目手側曰/ uetoo 机機器に 
よっては、ペア U ングび完了す 
ると自動的に本機と fi/ue わがわ 
接続した状態になる場含びあり 
ます。 

をヒント 

• 複数の 6/ U が00め磯器とペア U ングす 
るには、ペア U ングしたい機器ごとに 
手順 1 〜 5 を繰り返してください。 

• 本機とペア U ングした 6/ U が00か磯器 
の情報をすべて削除するには、「本機 
を初期化する」 （34 ページ）をご覧< 
ださい。 
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本機を装着ずる 


1耳挂 f け部（パンガー）を写の 
裏側へ添わずよ5に挂 f ける。 

POWER ボタンのあるほうびち 
ユニット(ち耳巧)です。 



2イヤーピースがちにをちんと 
装着されるよ5に調節する。 



イヤーレシー/ V — の高さを調 
節ずる 

イヤーレシーバーを 上下に動かし 
て、イヤーピースを 耳に装着し や 
すい位置へ調節してください。 



イヤーピースの正しい装着方 
ミ去 

イヤーピースび耳にフイットして 
いないと、低音び聞こえないこと 
びあります。より良い音質を楽し 
んでいただ<ためには、イヤー 
ピースのサイズを交換したり、お 
さまりの良い位置に調整するな 
ど、ぴったり耳に装着させるよラ 
にしてください。 

お買い上げ時には、 M サイズび装 
着されています。サイズび耳に合 
わないと感じたとさは、付属の L ヴ 
イズや S サイズに交換してくださ 
い。 

イヤーピースびはずれて耳に残ら 
ないよラ、イヤーピースを交換す 
る際には、イヤーレシーバーに 
しっかり取り付けてください。取 
り付けを確実にするためにイヤー 
ピースを回転してください。 

イヤーピースは消耗品です。イ 
ヤーピースび破損し交換する場 
含は、別売りの EP-EX10 シ 
リーズ （SS、S、M、L の各サ 
イズ)をお買いホめください。 





耳掛け部び開いた巧態になつ 
た場合は 

長時間ご使巧にならないで置いた 
ままにしておくと、耳掛け部（八 
ンガー）び開いた状態になる場合 
びあります。この場合は、耳掛け 
部を矢印のよラに内側へ軽< ひね 
り、ちとの形状に戻してからご使 
用 < ださい。 
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S / ue わ o 班機能のランプ表示 


接続待ち [g 

回 


接続動作中 

回 

回 

•- 

参- 


-参- 

-•-- 

- 

-参- 

-•… 
-参… 

HFP/HSP または 

回 

•- 

— 

— 

--•- 

— 

—— … 

A 2 DP の接続 

回 

- 






(非通話時または 








非音楽再を時） 









HFP / HSP と 回 

ASDP の同時接続回- 
(非通話時または 
非音楽再生時） 


i 

再生時 回参参-•参-… 

回- 

再生時 回 ••• - ••• -… 

( HFP/HSP で 回- 
待ち受け中） 

通 

話 

回- 

通話中 回参参-参 ♦ - ... 

回_ 

音楽再生中の 回 ••• - ••• -… 

通話 回一 


固：ランプ盾) 
回：ランプ（ホ) 


状態 点滅パターン 

引機器検索中 回 

回 

グ 


接続動作 I 接続巧み 














操作 


音楽を聞< 



VOL + 


POWER ボタン 
VOL - 


本機は SCMS-T 方式のコンテンツ 
保護に対応しています。 SCMS-T 
ち式対応の携帯電話やワンセグ TV 
などの音楽（または音声）を、本 
機で聞くことびでをます。 

機器の操作をはじめる前に、政下 
の点をご確認ください。 

-送信側日/ ueto がわ機器の電源び 
入つている。 

-本機とを信側曰山が00か機器の 
ペア U ングび完了している。 

-送信側曰山が〇がわ機器び音楽送 
信機能に対応している（プ □ 
ファイル： A2DP*) 。 

1本煤の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを 
約2巧間巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び同 
時に2回点滅し、電源び入ります。 


ごを意 

電源を入れたあと、本磯は前回接続 
した研 U が00が)機器に HFP または 
HSP で自動的に接続しよラとしま 
す。本磯で通話をしない攝合は、前 
回接続した访 ue わ0め機器を HFP ま 
たは HSP の接続待ち状態にしないで 
くだごい。音楽再生中に通話ちする 
攝合は、27ページをご富ください。 

2を信測 S 山が〇〇化煤器で 
S / uetoof わ接続操作を巧う 
( A 2 DP ) 。 

を信側 e/ueto がわ機器の操作に 
ついては、お使いの機器に付属 
の取扱説明書をご覧ください。 

3 を信測百山が〇〇化煤おのち 
生を始める。 



ジョグスイッチを押して、本機から送信 
側日/ ue わがわ機器へ A 2 DP の日山 e わがわ 
接続をすることちでをます。ただし、本 
機で通話をしているとをは、ジョグス 
イッチを押してち A 2 DP の丘山が00め接 
続はでをません。 

ご注意 

• 本機と送信側反山が00か機器を 、 HSP 
で S / U が00め接続して音楽を再生した 
場合、本機で高音質の音楽を聞<こと 
びでをません。送信側反山が00か機器 
を操作して、 A 2 DP のが ue わがわ接続 
に切り換えてください。 

• A 2 DP の百山が〇〇め接続中に本機の電 
源を切ったあと、再度 A 2 DP の 
白山が00か接続を巧う攝合は、もう一 
度手順 1 から操作を行ってください。 


* プ□ファイルについて詳しくは、 
10ページをご覧 < ださい。 
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音量を調節ずるには 

音楽を再をしているときに、 ジョ 
グスイッチを上または下へ動かし 
て音量を調節します。 

ぐ ヒント 

•送信側が ue わ0化機器によつ口ま、接 
続した磯器側でも音量の調節び必要な 
攝合びあります。 

•本磯は、音楽を聞くときの音量と通話 
するとをの音量を、それぞれ調整する 
ことびでをます。通話中に音量を蜜え 
てを、音楽再生時の音量は変わりませ 


ほい沒わるには 

1送信側8山 efoo か機器を操 
作して、 S / ti が〇〇化ち続を 
切勘する。 

2本機の POWER ポタンを約 
2巧巧}甲し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点灯し、本機の電源び切 
れまず。 

ぐヒント 

送信側日/ ue たのか磯器によつ口ま、音楽 

の再生を路了ずると、自動的に 

e / u が00か接続を切断する攝合びありま 

す。 


送信側わ〇か機器 
を操作する — AVRCP 

送信側日/ uetoo め機器び機器操作機 
能阅応プ□ファイル： AVRCP) 
に対応している場合は、本機のボ 
タンで、迸言側扫山が〇〇め機器の操 
作びでさることびあります。 

ごを意 

送信側丘山が00か磯器の対応磯能につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説明書 
をご確認 < ださい。 


が態：停止中または一時停止中 



短巧し 

長巧し 


の 

⑤ 


③ 

④ 


@再生を開始 
⑤停止 

⑤曲戻し/曲送り 
0早戻し/早送りが 

が態：再を中 



短巧し 

長巧し 


⑥ 

⑥ 



馈 


⑥一時停止り 
® 停止 

贷曲戻し/曲送り 
® 早戻し/早送りが 
り送信側 6/ U が00か機器によっては、 
ジョグスイッチを2回押す必要びあり 
まず。 

" 送信側曰/ ue わがわ機器によっては、操 
作に対応していない場合びあります。 
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ぐ ヒント 

送信側 S / U が00か機器によっては、本機で 
下記の操作を行ラことにより、早戻し/ 
早送りび巧能になる場合びあります。 

( D 本機の POWER ボタンを約2秒 
間巧し続け、電源を切る。 


③本機の POWER ポタンとジョグ 
スイッチを約7砂間巧 
し続ける。ランプ（青）び1回 
点滅しまず。 

なお、設定後に同じ操作を再度行うと、 
ランプ（青）び2回点滅し、この設定を 
解除でをます。 

ご注意 

本磯の音量操作で送信側研 ue 化。化機器 
の音量を調節することはでさません。 


23 



通話ずる 



機器の操作をはじめる前に、し^下 
の点をご確認ください。 

-携帯電話の日/ uetoo め機能び有 
効になっている。 

-本機と S/U が00か対応携帯電話 
のペア U ングび完了している。 

1本機の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約2巧 
巧巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（赤）び 
同時に2回点滅し、電源び入り 
ます。電源び入ると、前回接続 
した扫山が〇がわ巧応携讯電話へ 
自動的に接続します。 

をヒント 

自動接続を試みて1分間を過ぎる 
と、接続動作び止まりまず。その場 
合は、マルチファンクシヨンボタン 
を押すと、再度接続を試みます。 


本機び百/ t / e わ〇か対な携帯電 
話へ自動的に接続しないとをは 

S/ue わがわ対応携帯電話を操作し 
て接続するち法と、本機を操作し 
て前回接続した丘/ ueto が/7機器と 
接続ずるち法とびあります。 

图 8/ tiefoo か対応携を電話を 
操作して接続する場合 

1百山 efoo か対応携帯電話で 
百山が〇〇か接続操作を巧う 
( HFP または HSP *) 0 

S/U が00化対応携帯電話の操作 
については、お使いの携帯電話 
に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

お出した機器の一覧び、 

別リが〇がわ対応携帯電話の画面 
に表示されます。本機は 
rDR-BT160ASJ と表示され 
ます。 

HFP と HSP の両方に対応した 
丘 /U が0がわ対応携帯電話をご使 
巧になるときは、 HFP をご使 
巧 < ださい。 

ご注意 

前回と異なる e / u が00か対応携帯電 
話へ接攝ずるときは、上記のちまで 
曰/ uetoo か対応携帯電話を操作して 
接続して < ださい。 

* プ□ファイルについて詳しくは、 
10ページをご覧ください。 
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固本煤を操作して前回接続した 
S 山色化〇が?機器と接続する 
場合 

1マルチフアンクシヨンポタン 
を巧ず。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点滅し始め、5砂間接続 
動作を行います。 

ご注意 

本磯で音楽を聞し1てレるとさは、マルチ 
ファン クシ ヨン ボタ ンで掛 uetooth 接続 
操作を巧ラことはでをません。 

電話をかけるには 

1お淀いの携帯電話のボタンを 
操作して電話をかける。 

本機から発信音び聞こえない場 
合は、マルチファンクシヨンボ 
タンを約2砂間巧し続けます。 

を-ヒント 

携帯電話の職種によっては、下記のよラ 
な方まで電話をかけることびでをます。 
詳しくは、お使いの携帯電話に付属の取 
扱説明書をご實ください。 

-通話待ち受け中に、マルチファンク 
シヨンボタンを押してボイスダイヤル 
機能を使って電話をかけることびでさ 
ます。 

-マルチファンクシヨンボタンを約2秒 
間押し続けて、直前の番号へ電話をか 
け直すことびでさます。 


電話を夏けるには 

着信びあると、本機から着信音び 
聞こ克ます。 

1本機のマルチフアンクシヨンボ 
タンを巧して、電話を受ける。 

本機から聞こえる着信音は、携 
帯電話によって政下のよラに異 
なります。 

-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 
-携帯電話の丘山が0がわ接続専 
巧の着信音 
ご注意 

携帯電話のボタンを押して電話を受けた 
場合、機種によっては、携帯電話での通 
話び優先されることびあります。この場 
合、本機のマルチ フアン クシ ョン ボタン 
を約2秒間押し続けるか、携帯電話を操 
作して、音声通信を本機に切り換えてく 
ださい。携帯電話側での操作について詳 
しくは、お使いの携帯電話に付属の取扱 
説明書をご覧ください。 

音量を調節ずるには 

ジョグスイツチを上または下へ動 
かして音量を調節しまず。 

をヒント 

• 通話待ち受け中に音量を調節すること 
はでさません。 

•本機は、通話するときの音量と音楽を 
聞<とさの音量を、それぞれ調穫する 
ことびでさます。音楽再を中に音量を 
変えてち、通話時の音量は変わ D ませ 
ん /。 


電話を切るには 

本機のマルチフアンクシヨンボタ 
ンを押して、通話を終了します。 



ほい沒わるには 

1百山が〇〇化巧応携帯電話を 
操作して、 Bluetooth 接統 
を切断ずる。 

2 本機の POWER ポタンを 
約2巧巧巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点灯し、電源び切れま 
す。 


e 山が00か対応携帯電話 
を操作ずる- HFP、HSP 

携帯電話との接続には、 HFP また 
は HSP のどちらかび使用されま 
す。どちらのプ□ファイルび使わ 
れるかは、携帯電話によって異な 
り、対応する機能ち異なります。 
お使いの携帯電話に付属の取扳説 
明書をご覧 < ださい。 


HFP 


巧態 

|7ルチフアンクシヨンポタン1 

短押し 

長押し 

待ち受け 

ボイスダイ 
ヤル開始 t"! 

1」ダイヤル 

ボイスダイ 
ヤル中 

ボイスブイ 
ヤル解除*1 

- 

発信中 

発信中断 

通話磯器を本磯 
または携帯電話 
へ切0換え 

着信中 

応客 

拒を 

通話中 

通話終了 

通話磯器を本磯 
または携帯電話 
へ切 D 換え 


HSP 


巧お 

7ルチフアンクシヨンポタン 

短押し 

長巧し 

待ち受け 

- 

発信*1 

発信中 

発信中断 

発信中断または 
通話機器を« 
へ切 D 換え*2 

着信中 

応答 

- 

通話中 

通話終了* 3 

通話機器を« 
へ切0換え 


*1 携帯電話の機種によっては、操作に対 
応していない場合びあります。お使い 
の携帯電話に付属の取扱説明書をご覧 


<ださい。 

" 携帯電話の機種によって異なります。 
" 携帯電話本体で通話しているとをは、 
操作に対応しない場合びあ0ます。 




音楽再を中に通話をする 

音楽再生中に通話を する には、 A 2 DP だけではなく HFP または HSP での 
反山が口が/?接続も必要です。例えば、 e / u が0がわ対応音楽プレーヤーで音 
楽を再生中に曰/ ueto がわ対応携帯電話で通話をしたいと到ま、本機とお使 
いの携帯電話び HFP または HSP で研 uetoo め接続されている必要びありま 
す。 


次の手順で本おとお巧いのお巧を S / i / e わ〇か接続しておをまず。 

1 r 通話ずる J (24 ベージ)の手順に従って、本機とお使いの携帯電話 
を HFP または HSP で S 山が〇〇化接続ずる。 

2音楽を巧生ずる S 山 e 化〇化機器(音楽プレーヤーや携帯電話など） 
を操作して、 A 2 DP で本機と S 山が〇〇かを続ずる。 


音楽再を中に電話をかけるには 

1再生中に、マルチファンク 
シヨンボタンを操作する 
(26 ぺージ参照）。また 
は、おほいの携帯電話を操作 
ずる。 

本機から発信音び聞こえない場 
合は、マルチフアンクシ ヨン ボ 
タンを約2砂間押し続けます。 


音楽再を中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、 

本機から着信音び聞こえます。 

1マルチフアンクシヨンポタン 
を巧して、通話を開始ずる。 

通話び終了したら、マルチ ファ 
ンクシヨンボタンを押します。 
本機び音楽再生に戻ります。 

着信びあつてを本機か6着信 
音び聞こえないとまは 

1再生中の音楽を停止ずる。 

2着信音び鳴った百、マルチ 
ファンクシヨンボタンを巧し 
て、通話を開おする。 
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その他 


本機を廃棄するとをのご注意 


锡 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池はリサイクルでさます。この 
充電式電池の取りはずしはお客様自身では行わず、「ソニー 
の相談窓□」にご相談ください。 （ 「ソニーの相談窓□」の 
連絡先は裏表紙に記載されています。） 
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ほ用上のご注意 

S 山 efoo 化巧信について 

• 日/リが〇〇か無線技術ではおよそ10 m 程 
度までの距離で通信でさますび、障害 
物（人体、金属、壁など）や電波状態 
によって通信有効範囲は変動します。 
•本機のアンテナは、ち八ウジングの下 
記図の点線で示した部分に内蔵されて 
います。接続する e/uetoo わ機器をち 
側に置<ことで、 e/ue わ0か通信の感 
度は向上します。 

接続する機器のアンテナ部と、本機内 
蔵アンテナ部分との間に障害物などび 
ある場合、通信距離び短くなります。 


内蔵アンテナの位置 



• e/uetoo わ通信は政下の状況におい 
て、通信感度に影響を及ぼすことびあ 
D ます。 

-本機と S/U が00か磯器の間に人体や 
金属、壁などの障害物びおる場合 
-無線 LAN び構窠されている攝所や、 
電子レンジを使巧中の周辺、その他 
電磁波び発生している場所など 

• e/uetoo わ機器と無線 LAN 

(IEEE 802.11 b/g) は同一周波数帯 
(2.4 GHz) を使巧するため、巧線 
LAN を搭載した機器の近辺で使用する 
と、電波干渉び発生し、通信速度の低 
下、雑音や接続不能の原因になる場合 
びあります。この場合、次の対策を 
行って < ださい。 

-本機と S/ue わ0め機器を接続すると 
きは、無線 LAN から10 miU 上離れ 
たところで行ラ。 

-10 m しソ内で使用する場合は、無線 
LAN の電源を切る。 

-本機と e/ue わ0め機器をでさるだけ 
近付ける。 


• S/ue わが/7機器び発生する電波は、 
電子医療機器などの動作に影響をち 
える可能性びあります。場合によっ 
ては事故を発をさせる原因になりま 
すので、次の場所では本機および 
S/U が00か磯器の電源を切ってくだ 
さい。 

-病院内/電車内/航空磯内/ガソ 
U ンスタンドなど引火性ガスの発 
生する場所 

-自動ドアや火災報知磯の近く 

• 本機は、 S/U が00め無線技術を使用 
した通信時のセキュ U テイとして、 
e 山が00か標準規格に準拠したセ 
キュリテイ機能に対応しています 
び、設定内容などによってセキュ U 
テイび充分でない場合びあ D まず。 
e 山が00か通信を行ラ際はご注意く 
ださし、。 

• e 山が00か通信時に情報の漏洩び発 
をしましても、興社としては一切の 
責任を負いかねますので、あらかじ 
めご了承 < ださい。 

• 本機はすべての e 山が00か磯器との 
B/u が00か接続を保記するちのでは 
ありません。 

-接続する执 U が00化機器は、 
Bluetooth SIG の定める 
研 U が00化標準規格に適合し、認 
記を取得してレる必要びありま 
す。 

-接続する磯器び上記が U が〇〇め標 
準規格に適合していてち、磯器の 
特性や仕様によっては、接続でを 
ない、操作方まや表お-動作び異 
なるなどの現象び発生する攝合び 
あります。 

-A ンズフI」一通話中、接続磯器や 
通信環境により、雜音び入ること 
びあります。 

•接続する機器によっては、通信びで 
さるよラになるまで時間びかかるこ 
とびお0ます。 
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防巧傑括について 

本機は、水しぶきびかかってち機能にま 
障のない防滴機構 CIPX 2 : JIS 、 曰本エ 
業規格）になっています（イヤーレシー 
バー部、 AC アダプターを除 <) 。ただ 
し、水中での使用はでさませんのでな下 
の点に充分ご注意 < ださい。 

•本磯を水の中に入れたり、風呂場な 
ど、湿度の高いところで使用しないで 
くださし'1。 

• ィヤーレシーバー部に水び付着した攝 
合は、乾いた布などでおきとって乾燥 
ごせてからご使用くださレ。 

巧届の ACM ’ ワーアダプターについて 

•この製品には、付属の AC パワーアダ 
プター（極性統一形プラグ - J 曰 TA 規 
格）をご使用ください。上記が列の製 
品を使用すると、故障の原因になるこ 
とびあります。 



極性統一巧プラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届 
くよラな電源コンセントに接続し、異 
甫び生じた攝合は速やかにコンセント 
から抜いてください。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、 

攻下の点にご注意くださレ。 

- AC バワーアダプターを棚や組み込 
み式キャビネットなどの狭い場所に 
置かないでください。 

-火災や感電の危険をさけるために、 
水のかかる場所や湿気のある場所で 
は使巧しなレで<ださし'1。また、 
AC ； くワーアダプターの上に巧瓶な 
ど、水の入ったちのを置かないでく 
ださい。 


•長い間使わないとさは、 AC パワーア 
ダプターをコンセントから抜いて<だ 
さい。コンセントから损くとをは、 
コードを引っぱらずに必ずみ〇パワー 
アダプター本体をつかんで抜いて < だ 
さし'!。 

静電気に閲ずるごを意 

空気び乾燥する時期にちにピ U ピ U と痛 

みを感じることびありますび、これは 

へッドホンの故障ではな<人体に蓄積さ 

れる静電気にぶるちのです。 

静電気の発生しに < い天然素材の巧服を 

身に着けていただ<ことによ0影響び軽 

減されます。 

その化のごを意 

•湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所、直射日光の当たる場所や停車中の 
車内などには置かないでください。故 
障の原因となります。 

• 携帯電話でご使巧の際、電波状況、場 
所の影響により、ご使用でをない場合 
びあ0ます。 

• このへ ッ ド セッ トは、力を加えたり重 
ごを加えたりしたまま長時間放置ずる 
と、変形してしまラおそれびお0ま 
す。な管するとをは、変形しないよラ 
にして < ださレ。 

• 落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックを与えないでくださレ。 

• ユニッ ト部はていねいに扱って<ださ 
い。 

• ミちれは、乾いた柔らかい巧でふを取っ 
てください。その際、 ユニット 部に息 
を吹をかけることはしないで<ださ 
い。 

• イヤーピースは長期の使用-保存によ 
り劣化するおそれびあります。 

• イヤーピースはしっかり取り付けてく 
ださレ。イヤーピースびはずれて耳に 
残ると、けびや病気の原因となること 
びお0ます。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を 
確認してください。それでち正確に動作しないとさは、お買い上げ店また 
は ソニーサービス 窓 □、ソニーの 相談窓□にお問い合わせください。 


共通 


電源び乂6ない 

-► 本機を充電する。 

-► 充電中は電源を入れることびできま 
せん。本機を AC バワーアダプター 
からはずし、電源を入れる。 

ペア y ングでまない 

-► 本機と轨りが00め磯器をなるべく近 
付けてからペア U ングを行ラ。 

が1/が〇がれ接続びできない 

-► 本機の電源び入っているか確認す 
る。 

-► 相手側 e 山が00め磯器の電源び入っ 
ていて e / u が00め磯能び有効になっ 
ていることを確認する。 

-► 本機に相手側丘山が00め磯器との接 
続履歴び残っていない。ペア U ング 
び完了したらすぐに、相手側 
8/ u が00か磯器で日山が00化接続を 
行ラ。 

-► 相手側 e 山が00め磯器びス1」ープ状 
態になっている。 

-► e 山が00か接続び切断されている。 

ちラー度 e 山が00め接続を開始す 
る。（音楽を間 < 場合： 21ページ参 
照、通話する場合： 24ページ参照） 

音びひずむ 

-► 本機や轨りが00め磯器の周辺に 

2.4 GHz 帯の周波数を使用ずる無線 
や電モレンジなどの機器びないか確 
認する。 


通信距請びおい（音声び适切 
れる） 

-► 無線 LAN やほかのが ue 的0化機器、 
電子レンジを使用してレる攝所な 
ど、電磁波を発生する磯器びある攝 
合は、その磯器から離れて使用す 
る。 

-► 本磯のアンテナ （29 ぺージ参照）を 
相手側研 ue わ0め機器の方向に向 
け、その間を障害物で遮らなレよラ 
にする。 

本機を操作でをない 

^本磯を I 」セットする（この操作をし 
てち、ペア1」ング'層報は削除されま 
せん）。ク U ップなどの細い棒を 
RESET ボタンの巧へ差し込み、ボタ 
ンの感触びあるまで押す。 




音楽を聞ぐとを 
音び出ない 

-► 本機と送信側日山 e わがわ機器の電源 
び入ってレるか確認ずる。 

-► 本機と送信側研 ue わがわ機器び、 
A2DP で e 山が00か接続されていな 
い。 

A2DP で反山が00か接続をずる。 

(21 ぺージ参照） 

-► 送信側掛 ue わがわ機器で、音楽び再 
生されているか確認ずる。 

-► 本機の音量びかさすざないか確認す 
る。 

-► 接続した機器側で音量を調節ずる必 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

一本機と送信側掛 ue わがわ機器を再度 
ペア U ングずる。 （1 日ぺージ参照） 

音びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 接続した機器側で音量を調節ずる必 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

音質び悪い 

一本機と送信側掛 ue わがわ機器び、 
HSP での 6/U が00か接続になってい 
るとをは、 A2DP での丘/ uetoo か接 
続に切り換える。 


音楽巧を中に音び途切れやず 
い 

-► 6/U が00か磯器から送信している音 
楽のビットレート設定と、ご使用罵 
境との組み合わせによって、本機の 
受信が態び不安定になっている場合 
びあ D ます。+1 

し、ったん送信側日/リが〇〇か磯器から 
A2DP の反山が00か接続を切り、本 
機の電源び入っている間にジョグス 
イッチ （►■) を約7秒間押し続け 
て、本機で受信でさるビットレート 
の設定を下げる。 

*1 ビットレートとは、1砂あたりのデー 
夕伝送量を表ず数値です。一般的に 
ビットレートび高いほど、音質び良く 
なります。 

本機は、高いビットレートで音楽を受 
信でをますび、ご使巧環境によっては 
音び途切れやすい場合があります。 
ジビットレート設定の変更び完了する 
と、ランプ（青）び1回点減します。 

ご使用の環境によっては、上記の操作 
で音の途切れび改善されない場合もあ 
りまず。設定をちとに戻すには、もう 
一度本機のジョグスイッチを 
約7秒間押し続けます。このとをラン 
プ（青）び2回点滅します。 
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ほ話ずるとを 


通話巧手の声び聞こえない 

-► 本機と日/ ue たのか対应携帯電話の電 
源び入っているか確認ずる。 

-► 本機と日/ U が00か対応携帯電話び 
6/U が00か擅続されていなレ。 

HFP、 ちしくは HSP で 6/ue わ0か接 
続をする。 （24 ページ参照） 

一 ■ 日山が00か対応携帯電話の音声設定 
び、通話中に本機を使うようになっ 
ているか確認する。 

-► 本機の音量びルさずぎないか確認す 
る。 

-► 日/ ue わ0か対応携帯電話で音量を調 
節ずる必要びある場合は、音量を上 
げる。 

-► 本機で音楽を間いているとさは再生 
を停止して、本機のマルチファンク 
シヨンボタンを押して着信に応答ず 
る。 

通話巧手か6の青が叫^さい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 日/リが〇〇か対応携帯電話で音量を調 
節ずる必要びある場合は、音量を上 
げる。 
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本機を初期化する 

音量調節などを工場出荷時の設定 
に戻し、すべてのペア U ング情報 
を削除します。 

1本機の電源び人つている巧態 
で、 POWER ボタンを2巧な 
上巧し続けて本傑の電源を切 
る。 

2 POWER ボタンとマルチ 
ファンクシヨンボタンを同時 
に7巧な上巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に4回点滅し、本機び工場 
出荷時の設定に戻ります。ずべ 
てのペアリング情報び削除され 
ます。 


保証書とァフター 

サービス 


照圧書 

• この製品には保証書び添付されていま 
ずので、お買い上げの際お受け取りく 
ださレ。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切に保存して<ださ 
い。 

•な記期間は、お買い上げ日より1年間 
です。 

ア フターサー ビス 

調子が悪いとをはまずチ I ックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調 
ベ < ださい。 

それでち昌合の悪いとまは 

ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談く 
ださい。 

巧記篇間中の修理は 

イ呆西書の記載内容に基づいて修理させて 
いたださます。詳し<はな証書をご覧< 
ださい。 

巧証巧間経坦巧の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、 
ご要望によ0有料修理させていたださま 
す。 

部品の巧ち巧巧について 

当社では へッ ドセットの浦修巧性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部 
品）を、製造打ち切〇楼6年間な有して 
います。この部品保有期間を修理可能期 
間とさせていただをます。保有期間び経 
過したあとち、故障箇所によっては修理 
可能の場合びあ0ますので、お買い上げ 
店またはソニーの相談窓 □ (畫表紙）に 
ご相談 < ださい。 
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まな仕様 


巧要 

へッドセット 


ほ信方式 

加地わ。め標準規格 Ver . 2.0+ EDR*i 

出力 

轨 ue わりめ標準規格 Power Class 2 

最大お信距離 

見通し距離約1日 m + 2 

使用周波数ち域 

2.4 GHz 帯 （2.400 日 GHz 〜 
2.4835 GHz) 

巧調方式 

FHSS 

巧応 S 山が〇〇かプ□ファィルゎ 

A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile ) 、 

AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile ) 、 

HFP ( Hands-free Profile ) 、 

HSP (Headset Profile ) 

巧応コーデックゎ 

SBC *5、 MP 3 

巧応コンテンツ巧畫 

SCMS - T ち式 

伝を帯域 (A2DP) 

20〜20,000 Hz (44.1 kHz サン 
プ I 」ング時） 

付属品 

ィヤーピース （S、M、L 各 2) 

AC パワーアダフター （1) 

取扱説明書（本書） （1) 

その他印刷物一式 

*1 Enhanced Data Rate の略 
ジ通信距離は目安でず。周囲環境により 
通信距離び変わる場合びありまず。 
Bluetooth プ〇ファイルとは、 

掛 ue わがわ機器の特性ごとに機能を標 
準化したちのです。 

り音声圧縮変換方式のこと 
*5 Subband Codec の略 


電お 

DC 3.7 V :内蔵 U チウムイオン充電 
式電池 

防滴機構 

IPX 2: J 旧、日本工業規格（イヤーレ 
シーバー 部を除く） 

質量 

約40 g 

レシーパー部 
お式 

密閉ダイナ S ック型 

ドライバーユニット 

9 mm 、 ドーム型 

再ち周液巧ち域 

6〜23,000 Hz 


マイク部 

型式 

エレクトレツトコンデンサー型 

お向特性 

全指向性 

有効周液資(帯が 

100-4,000 Hz 

許容動作湿度 

〇〜45で 


本機は Fraunhofer I におよび 
Thomson の MPEG Layer -3 才一 
デイ オコーディング技術と特許に基づ 
く許諾製品です。 


本機の仕様およびが観は、改良のため 
予告なく変更することびありますび、 
ご了承ください。 
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ソニーの 相談,客□のごま巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ先をご利用 < ださい。 

ホームページで調べるには 

-► AV 関連商品■アクセサ iJ— カスタマーサポートへ 
( http :// www . sony . co . Jp / a ぃ acc ) 

S/uetoo めアクセヴ U— 商品に関する最新サボート情報や、よくあるお問い 
合わせとその回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

-► ソニーの相談窓□へ（下記電話. FAX き号） 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

セツ ト 本体に関するご質問時： 

-型名： DR-BT160AS 

一製造（シリアル）番号： PA 旧 ING ボタンの上にあるラベルに記載 
一ご相談内容：できるだけ詳しく 
一お買レ上げ年月日 

接続に関するご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場 
合びあります。事前にわかる範囲でご確認いただき、お知6せください。 


票！ ■ 霞？量遵基基棄阜貫寸時間などは http://www.sony.co.jp/support 



ソニー 株式会社〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7- 1 
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